
管
理
会
社
か
ら
シ
ス
テ
ム
自
動
連
携
の
要
望
増
え
る

生活困窮者の支援活動に注力

「業務を止めるな」
システム化の取り組み

特集　

入
金
処
理
で
混
乱

裁
判
期
日
一
斉
取
り
消
し
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コ
ロ
ナ
禍
で
は
ウ
ェ
ブ

申
し
込
み
の
需
要
が
増
え

た
。
イ
タ
ン
ジ
（
東
京
都

港
区
）
で
は
２
０
１
７
年

に
リ
リ
ー
ス
し
た
ウ
ェ
ブ

入
居
申
し
込
み
シ
ス
テ
ム

『
申
込
受
付
く
ん
』
の
不

動
産
会
社
の
導
入
社
数
が

６
１
９
社
。
契
約
社
数
は

８
５
０
社
を
超
え
る（


年
３
月
現
在
）。


年
か
ら
は
家
賃
債
務

保
証
会
社
と
の
シ
ス
テ
ム

連
携
を
開
始
し
て
い
る
。

家
賃
債
務
保
証
会
社
の
連

携
許
可
は

社
。
Ａ
Ｐ
Ｉ

連
携
は

社（
同
）。
Ａ
Ｐ

Ｉ
連
携
を
行
う
と
基
幹
管

理
シ
ス
テ
ム
と
自
動
連
携

が
で
き
、
転
記
作
業
が
な

く
な
る
。
最
近
は
工
数
を

削
減
し
た

い
と
い
う

家
賃
債
務

保
証
会
社
か
ら
の
Ａ
Ｐ
Ｉ

連
携
の
話
が
多
い
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
を
す
る
際

に
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の

は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
仕
様
書
に

合
わ
せ
て
家
賃
債
務
保
証

会
社
各
社
の
開
発
対
応
が

必
要
と
な
る
こ
と
。
つ
ま

り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
す
る
た

め
の
開
発
の
工
数
と
コ
ス

ト
が
家
賃
債
務
保
証
側
に

か
か
る
こ
と
だ
。

連
携
す
る
家
賃
債
務
保

証
会
社
か
ら
は
イ
タ
ン
ジ

と
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
を
し
て
い

る
こ
と
で
、
新
規
顧
客
開

拓
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い

る
。家

賃
債
務
保
証
会
社
か

ら
は
、
従
来
の
「
申
し
込

み
を
フ
ァ
ク
ス
で
受
け
る

↓
情
報
を
シ
ス
テ
ム
入
力

↓
審
査
結
果
を
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
」
の

業
務
が
な
く
な
る
の
で
、

だ
い
ぶ
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

と
い
う
声
が
あ
る
。

同
じ
く
賃
貸
ウ
ェ
ブ
申

し
込
み
シ
ス
テ
ム
『
Ｇ
ｏ

Ｗ
ｅ
ｂ
！
（
ゴ
ー
ウ
ェ

ブ
）
』
を
展
開
す
る
プ
ロ

ラ
ボ
テ
ッ
ク
（
東
京
都
千

代
田
区
）
は
家
賃
債
務
保

証
会
社
５
社
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
連

携
を
し
て
い
る
。

管
理
会
社
が
同
社
の
ウ

ェ
ブ
申
し
込
み
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
て
い
な
い
と
家

賃
債
務
保
証
会
社
を
切
り

替
え
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き

て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
取
引
を
し
て

き
た
保
証
会
社
が
あ
っ
て

も
、
管
理
会
社
が
導
入
し

て
い
る
『
Ｇ
ｏ

Ｗ
ｅ
ｂ

！
』
と
連
携
し
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
連
携
し
て

い
る
他
の
保
証
会
社
と
の

取
引
を
増
や
し
た
い
と
い

う
話
が
あ
る
。

プ
ロ
ラ
ボ
テ
ッ
ク
で

は
、
管
理
会
社
『
Ｇ
ｏ

Ｗ
ｅ
ｂ
！
』
を
使
う
前
提

で
、
保
証
会
社
に
提
案
す

る
こ
と
も
あ
る
。
管
理
会

社
か
ら
こ
こ
の
保
証
会
社

と
連
携
し
て
く
れ
れ
ば
、

賃
貸
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
言

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か

ら
だ
。
現
在
『
Ｇ
ｏ

Ｗ

ｅ
ｂ
！
』
の
導
入
管
理
会

社
数
は

社
、
管
理
戸
数

に
し
て

万
戸
ほ
ど
に
な

る
。

　Ｃａｓａ（カーサ：東京都新宿区）
では、支払いの遅延が発生した場合、
「いつ払えますか」と問うだけで終
わらせるのではなく、生活相談や公
的支援制度などの提案を行うなど顧
客に寄り添った応対を行っている。
　生活するのも困難な入居者には同
社が連携しているフードバンク団体
「セカンドハーベスト・ジャパン」
から段ボールいっぱいの食材を送
る。年からの取り組みだ。食生
活のサポートが優先と考え、毎年
件以上送っている。この支援は
年のコロナ禍でも行い、多い時で月
件行った。
　このフードバンク支援サービスで
家賃を払えるまで生活を立て直すこ
とができた契約者から多くの感謝の
メールや手紙が届く。このフードバ
ンク支援を始めてから担当者の顔つ
きが変わった。顧客本位とは何かが

分かるようになったからだ。ありが
とうと書かれた感謝の手紙の影響は
大きい」（広報課課長・鈴木優介氏）
　日本賃貸保証（千葉県木更津市）
では、生活困窮者への支援として、
年４月日にグループのＮＰＯ法
人を通じて基金を設立。自社で
万円を寄付した他、５月にはひとり
親家庭およびコロナ禍により生活難
になった人を支援するプロジェクト
としてクラウドファンディングを立
ち上げ、寄付金を募った。結果、２
カ月間で万円を集めた。１世帯
につき５万円を、ひとり親世帯
件に支援した。
　この支援プロジェクトの第２弾を
年２月から開始。支援プロジェク
トでは同社の契約者であるかどうか
は関係がない。「困っている人に施す
のは当たり前のこと」と梅田真理子
社長は話す。

ほ
と
ん
ど
同
じ
」
で
、
「
想

定
し
て
い
た
よ
り
も
回
収
状

況
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
。

上
場
企
業
の
ジ
ェ
イ
リ
ー

ス
（
大
分
市
）
は

年
５
月

に
「
お
客
様
支
援
室
」
を
開

設
し
た
。
行
政
の
支
援
の
情

報
が
混
沌
と
し
て
い
る
状
況

の
中
、
全
エ
リ
ア
か
ら
情
報

を
集
め
て
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
、
と
い
う
顧
客
に
対

し
、適
宜
情
報
を
案
内
し
た
。

周
知
の
方
法
は
主
に
三
つ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画

面
に
専
用
サ
イ
ト
開
設
の
案

内
を
掲
載
。
チ
ャ
ッ
ト
に
掲

載
。
各
営
業
が
代
理
店
で
あ

る
不
動
産
会
社
に
連
絡
。

ピ
ー
ク
の
５
月
は
１
０
０

件
ほ
ど
の
相
談
が
あ
っ
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
者
が
利

用
で
き
そ
う
な
制
度
な
ど
を

案
内
す
る
こ
と
で
、
一
定
程

度
、
家
賃
滞
納
を
抑
え
ら
れ

た
」（
東
京
本
社
総
務
部
宣
伝

広
告
課
泉
田
憲
佳
課
長
）。

顧
客
か
ら
は
情
報
提
供
に
対

す
る
感
謝
の
声
が
届
い
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
イ
ン
シ
ュ
ア

（
福
岡
市
）
も
ま
た
給
付
金

な
ど
の
案
内
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
対
応
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
各
給

付
金
の
内
容
や
行
政
の
連
絡

窓
口
を
リ
ス
ト
化
。
全
社
で

共
有
し
、
正
確
な
案
内
を
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

だ
が
、
こ
の
住
居
確
保
給

付
金
も
「
そ
の
手
続
き
は
当

初
大
変
だ
っ
た
」
と
い
う
声

も
少
な
か
ら
ず
聞
こ
え
た
。

前
出
の
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
で

は
住
居
確
保
給
付
金
の
振
り

込
み
は
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
が
行

う
た
め
、
特
定
口
座
で
申
請

す
る
も
、
自
治
体
名
で
複
数

人
分
が
振
り
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
現
場
ス
タ
ッ
フ

の
対
応
が
大
変
だ
っ
た
と
い

う
。
振
り
込
ま
れ
る
家
賃
金

額
が
、
満
額
で
な
い
の
で
該

当
者
合
致
に
も
時
間
が
か
か

っ
た
。
月
２
０
０
～
３
０
０

件
あ
り
、
今
で
は
落
ち
着
い

た
が
、
当
時
は
苦
労
し
た
と

振
り
返
る
。

一
方
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
（
東

京
都
渋
谷
区
）
は
、
こ
う
し

た
現
場
の
混
乱
を
予
想
し

て
、
住
居
確
保
給
付
金
は
管

理
会
社
へ
直
接
入
金
す
る
方

法
で
対
応
し
て
も
ら
っ
た
。

家
賃
が
住
居
確
保
給
付
金

に
満
た
な
い
場
合
、
ジ
ャ
ッ

ク
ス
へ
差
額
を
請
求
す
る
方

法
を
依
頼
し
た
。そ
の
結
果
、

住
居
確
保
給
付
金
で
の
入
金

処
理
の
混
乱
は
な
か
っ
た
。

管
理
会
社
に
住
居
確
保
給

付
金
の
管
理
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
ジ
ャ

ッ
ク
ス
が
窓
口
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
家
賃
や
共
益
費
な

ど
が
何
カ
月
分
な
の
か
を
管

理
会
社
に
都
度
確
認
す
る
必

要
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、

家
賃
請
求
デ
ー
タ
を
毎
月
管

理
会
社
か
ら
受
け
取
る
際
に

給
付
金
を
も
ら
っ
て
、
差
額

を
支
払
う
方
が
管
理
会
社
側

も
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
が
奏
功
し
た
よ

う
だ
。

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

期
間
中
に
裁
判
期
日
が
一
斉

に
取
り
消
さ
れ
、
宣
言
解
除

後
に
再
設
定
さ
れ
た
。
多
く

の
裁
判
が
対
象
だ
っ
た
た

め
、
Ｊ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
で
は
再
設
定
の
期
日
が
延

び
て
し
ま
い
、
３
、
４
カ
月

程
度
ず
れ
た
。
同
社
で
は
、

２
カ
月
ほ
ど
滞
納
が
続
く
と

訴
訟
準
備
に
入
る
。
そ
の
た

め
、
期
間
中
に
影
響
を
受
け

た
ケ
ー
ス
が

件
ほ
ど
あ
っ

た
。
他
社
で
も
取
り
消
し
対

応
や
滞
納
な
ど
が
発
生
し
、

保
証
限
度
額
を
超
過
し
て
し

ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
混
乱
が
あ
り
な

が
ら
も
、
業
務
を
止
め
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
き
た

家
賃
債
務
保
証
会
社
。
今
後

は
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
増
大

す
る
電
子
化
を
進
め
な
が
ら

最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
注

力
し
て
い
く
。




